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○横浜型小中一貫教育とは

○いずみ野中学校ブロックの小中一貫教育

○平成２６年度 いずみ野中学校ブロック小中一貫教育の具体的な取組を紹介します。

５月 代表者会議 ５月 教職員交流
いずみ野中ブロックでは、８年前の平 ５月１２日、小学校教職員が中学校を訪問し、

成１９年度より、各校４名ずつの代表が 授業参観と情報交換会を行いました。２９日に
集まり、 実務、教科、児童･生徒指導、 は中学校教職員が３小学校
特活の４つの部会に分かれてできるとこ に分かれて授業を参観し、
ろからの交流を推進してきました。 児童と給食を食べたり

昼休みに一緒に遊んだ
りして交流しました。

９、１０月 児童・生徒交流①
９月２９日～１０月２日、３小学校

の６年生が中学校の各学年の合唱リハー １1月 合同授業研究会
サルを参観しました。６年生も合唱を披 １１月１３日、４校に分かれて授業研究を行い児童生徒の学力
露しました。高低音が混ざった中学生の 向上と職員の授業力向上をめざします。
迫力ある歌声に、６年生は、入学したら、 いずみ野中；外国語 新 橋 小；図工
自分もきれいな声で歌いたいと意欲をも いずみ野小；社会、個別支援 阿久和小；算数
ちました。

１２月 奉仕・福祉活動 １２月 小小交流
４つの学校の生徒会児童会が中心となり、ペットボトル １２月１０日には、３小学校の６年生が

キャップを協力して集めています。回収したキャップは途 いずみ野小に集まってスポーツ交流をする
上国の子どもたちのワクチン購入に役立てています。 予定です。２月頃には４校の個別支援級が

集まり、４校合同交流会を予定しています。
２月 児童･生徒交流② 入学前に顔見知りになることで、入学後に、
２月３日には、３小学校の６年生が中 よりよい関係がつくれるようにします。

学校を訪問し、授業見学、部活動体験を
します。中学１年生による中学校生活の ３月 小学校への出張授業
説明会もあり、２ヶ月後に進学する中学 ３月には、中学校の教員が小学校を訪問し、６年生に出前授業
への不安を解消し期待をふくらませます。 を行います。また、６年生と一緒に給食交流を行います。

※ 今後の取組（１１月以降）は、参考として昨年度の写真を掲載しています。
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いずみ野中学校ブロック 小中一貫教育
～ 義務教育９年間の繋がりのある小中一貫の教育活動を推進して８年目になります ～
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平成２４年度より、横浜市立小・中学校では、全１４２ブロッ

クで「横浜型小中一貫教育」が全面的にスタートしました。「横

浜型小中一貫教育」とは、敷地や校舎を共有するなどの物理的

な条件に関係なく、小中学校教職員が情報交換や連携をして、

義務教育９年間の連続性を図った小中一貫カリキュラムに基づ

く教育活動を推進することです。このことによって、子どもの

学力の向上や児童生徒指導上の課題の解決を目指しています。

【平成２６年度 小中一貫教育推進ブロックテーマ】
小小・小中での授業研究や教職員間の交流を通して、指導観・教科観の共通理解を図り、繋がりのある

小中一貫教育の推進を行う。
【９年間で育てる子ども像（姿）】

◎学びの目標の実現に向かって努力できる子ども
◎自分の考えをしっかりもち、豊かなコミュニケーション力をもつ子ども。
◎社会性をもち、自他を大切にし、関わりがもてる子ども。

児童・生徒交流 教職員の連携




